
 
 

 

 

  

居宅支援 

身体介護・家事援助★居宅で必要なこと全般 

重度訪問介護★長時間介護が必要な方への支援 

日中支援 

 生活介護・日中一時支援 

障害者のみの、小規模デイサービスです 

 

ぴーなっつ の お品書き 

 

特定非営利活動法人 

外出支援 

 福祉有償運送★車での送迎サービス   

 移動支援＆行動援護★身体・知的障害者への外出支援 

 同行援護★視覚障害者の外出支援 

 通院介助★病院への付き添い 

 通院等乗降介助★通院時の車への乗降支援 



c 福祉サービス の 説明 

福祉サービスはわかりにくい、とよく言われます。ぴーなっつで行なっている事業のみ

ではありますが、簡単にご紹介していきます。 

i 福祉有償運送i 

 福祉サービスではありませんが、ぴーなっつの大きな特徴の１つです。車でのサービス

となり、福祉事業ではないため、利用者さんからいただく料金のみで運営しています。

車社会の富山県において、車で移動できないと生きづらいと感じる人は多いはず。障害

があっても当たり前に生活できるよう、赤字事業ではありますが必要なサービス

と捉え、行なっています。料金は「利用料金」のページをご参照ください。 

 

┼移動支援 ＆ 行動援護（行動援護は 2024.4 スタート予定）┴ 

 知的障害、身体障害（視覚障害者以外）の方が外出するときに使用するサービスとなり

ます。利用目的は様々！お買い物、プールにジム、日帰り温泉、日帰り旅行、一泊旅行、

映画鑑賞、コンサート、美術館、イベント参加、お散歩…。使い方は人それぞれです。 

 利用できないのは、通学、通勤ですが、これも期間限定で「練習期間」であれば利用可

能です。就労に向けてバス通勤の練習などで使われる方もおられます。こん

な利用できるかな？など、気軽にお問合せくださいませ！ 

 外出は家族としかしたことがない方も多くおられますが、自分で考え、自分

のやりたいことを思う存分できると、自立心が芽生えて行く方もおられます。親亡き後

の選択肢も増えてきており、国も地域移行へ舵を切ったこともあり、いかに自分の生活

を自分で選択して行くかが大事になってくると思います。そのはじめの一歩として外出

支援があればと思っています。 

 強度行動障害がある方は、行動援護のサービスとなります。どちらのサービスの利用に

なるかは、役所の判断となります。また、強度行動障害がある方の移動に関する支援は

時には命に関わることもあります。関係を十分作ってから安心して支援を行うために、

行動援護を利用される方はぴーなっつのデイサービスの利用者のみといたします。 

 

┗ 通院介助 ┛ 

 通院に伴う支援を行います。院内の介助はもちろんのこと、診察室内で医師のお話を

一緒に聞き、メモを渡したり、わからなかったところを説明したり、必要な場合はご

家族や相談員への連絡も行います。 

 

R 通院等乗降介助 r 

 通院の時、乗車前後に介護を必要としている方へのサービスとなります。乗車時に介護

が必要だけれど、移動中、移動先では介護は不必要な場合に利用します。通

院先でも支援が必要な方は、通院介助の利用となります。 



+ 同行援護 + 

 視覚障害者の方のみ利用できる外出サービスです。支援内容は、外出先で必要なこと全

てになります。移動中の視覚情報はもちろんのこと、代筆、代読など、視覚的サポート

に特化した講習を受けたスタッフが支援に入るので安心して外出することができます。 

 利用目的は移動支援等と同じく、外出に関わるものであれば何でも大丈夫です。ぴーな

っつでは急な対応にもなるべく応えられるよう、何日前までに予約をしなくてはいけな

いなどの決まりはないため、お葬儀、お通夜など急な依頼も多く受けてきました。ぴー

なっつの会員さんの多くは中途失明の方で、外出が怖くて家からなかなか出ることがで

きなかった人も多いですが、同行援護を利用して外出するようになったら、全国どこへ

でも飛び回る人が多く（中には海外に行く方も！）、そのアクティブな姿に元気をもらっ

ています。介護保険では外出のサービスがありませんが、障害福祉は何歳になっても外

出のサービスがあるので、介護保険を利用していても、同行援護、移動支援などの外出

支援が使えます！制度的に介護保険優先のため、介護保険に切り替わった後（何歳から

切り替わるかはその障害のより変動。また介護保険を使わない選択肢も

あります）介護保険にある支援は基本的に使えなくなりますが、外出支

援は介護保険にないため、利用し続けることができます。 

 

F 生活介護 F 

 障害者の方を対象としたデイサービスとなります。日中の居場所として、食事提供や余

暇支援、入浴介助などそのデイサービスで行っている内容は様々です。それぞれ

の事業所に特徴があると思うので、利用されるときは見学、体験利用などを通

して自分に合った場所を選択していただければと思います。 

 

 

┣ 身体介護＆家事支援 ┣ 

 どちらも家の中での支援になります。排泄や入浴、服薬管理は身体介護。お掃除や調理

（スタッフと一緒に調理をする場合は身体介護）などは家事支援になります。

ご家族と暮らしている方も利用することはできますが、共有スペースなどの掃

除などはできないなどの規則があります。 

 

 

┴ 重度訪問介護 ┴ 

 長時間介護を必要とする方のための、居宅内のサービス全般を行います。初めは全身性

障害者のみを対象としていましたが、国が地域移行へ取り組む一環として、知的障害、

精神障害の方も対象となりました。現在では強度行動障害の方も重度訪問介護を利

用し一人暮らしをしているケースが全国にはあり、施設でもグループホームでもな

い新しい暮らしの１つを支えるサービスとして、その必要性が注目されています。 

 



I ぴーなっつ の 外出支援 

ぴーなっつは車での送迎サービスと、障害福祉サービスを併用することができます。 

 

ex）観たい映画がある。ついでに外食もしたい。時間があれば買い物もして帰りたい。 

 利用料金：移動支援（０円）＋福祉有償運送（1700 円）＝1700 円 

 映画料金：本人＋付添人（1000 円×２名）＝2000 円 

 食事料金：本人が食べた分のみ負担 

 行程 支援サービス 

１０：００ ご自宅に迎え・ファボーレへ 福祉有償運送 

１０：３０ ファボーレで映画鑑賞 移動支援 

１２：３０ ファボーレから昼食場所へ 福祉有償運送 

１２：４０ 昼食 移動支援 

１３：４０ 昼食場所からスーパーへ 福祉有償運送 

１３：５０ スーパーで買い物 移動支援 

１４：５０ スーパーから自宅へ 福祉有償運送 

・知的障害者（移動支援 30時間/月）を利用して外出している。 

・公共交通機関を利用するときもあるが、複数箇所行きたいときなどは福祉有償運送を利

用している。 

・移動支援の自己負担額は 0 円のため、移動支援中の負担はなし。 

・福祉有償運送は乗っている間のみのカウント（詳細は料金説明をご覧ください） 

 今回は距離 10km、運転時間 1時間での計算。 

・食事は基本的に付添人は自分の分は負担。例外あり。（詳細は料金説明をご覧ください） 

 

ex）病院に行きたい。帰りに買い物をしたい。 

 利用料金：通院介助、移動支援（０円）＋福祉有償運送（920 円）＝920 円 

 行程 支援サービス 

９：３０ ご自宅に迎え・病院へ 福祉有償運送 

９：５０ 受診・薬局で薬の受け取り 通院介助 

１１：２０ 病院からスーパーへ 福祉有償運送 

１１：３０ スーパーで買い物 移動支援 

１２：００ スーパーから自宅へ 福祉有償運送 

・通院介助（10時間/月・1回 2.5時間まで）を利用し、定期受診に利用している 

・車椅子使用者のため、公共交通機関は難しいため福祉有償運送を利用し外出している 

・通院介助、移動支援の自己負担額は 0 円のため、通院、移動支援中の負担はなし。 

・福祉有償運送は乗っている間のみのカウント（詳細は料金説明をご覧ください） 

 今回は距離６km、運転時間３０分での計算。 

 

 

 



愠ぴーなっつ と 日中支援 

ぴーなっつデイは少人数で家のようにゆったりと過ごして頂いています。外出支援や通

院介助を使っている方も多くおられます。 

 

季節の工作をしたり、ダンスをしたり、畑作業をし

たり。それぞれの「やりたい」を形にできるように

きめ細やかなサービスを提供しています。 

少人数だからこその楽しさを味わって下さい。 

 

食事は毎日手作り。 

みんなの食べたい物

を聞きながらその日

のメニューを考えま

す。 

 

火曜日の夜は、ちょっとだけ延長して 19時まで。夜ご飯もみんなで一緒に頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週 間 予 定 

月曜日 

 天気が良い日は、野菜直売所

「結い」さんまでお散歩♪ 

火曜日 

 隔週で「ハンディキャップヨ

ガ」教室に参加。 

水曜日 

 午後からは楽しいおやつ作り 

木曜日 

 午後からはお茶会を開催 

金曜日 

 外出大好きメンバーで季節の

お出かけ 

午前中は移動支援を利用し、富山県

健康パーク（各種手帳があれば無料

で利用可）でウォーキングやストレ

ッチ、バイクなどで軽運動。 

お昼はデイで美味しいご飯を食べ

てゆったり過ごす、という使い方を

している人もいます！ 

午前中は通院介助を利用し、病院へ。日常動作に問題がない場合はデイへ。難しい場合は自宅まで送ります。また、デイを利用し帰りに通院する方もおられます。 

デイを少し早めに出て、移

動支援（同行援護）を利用

して買い物をして帰宅し

ます。帰りにカフェでお茶

をして帰る方も。。楽しみ

は無限大です。 

週に 1回は生活介護でゆっくり。 

就労 B 型で毎日働くのは、ちょっと辛いと

感じている人も多いと聞きます。週に 1 回

は生活介護でゆっくり過ごすのも、リフレ

ッシュになる見たいです。ぴーなっつにも、

そんな使い方をしている人が数名おられま

す。何もせずにゆったり過ごすのも、生活

介護の魅力です。 

ゴールデンウィークやシルバーウィークなど長期休みの時は 1 日だけ特別開所を行い、いつもとは違う活動や遠足を企画しています。 
また、日中一時支援を利用できる事業所が減ってきていますが、土日に利用している日中一時を生活介護に変更し、平日に日中一時支援と移動支援などを組み合わせて利用する、などをしてみるのはいかがでしょうか？平日の空いた時のお出かけもまた、楽しいですよ。 



P ぴーなっつ の オススメの利用の仕方 

 

１つだけのサービスを利用するのではなく、いろいろなサービスを利用することができる

のがぴーなっつの特徴だと思っています。特に、日中支援と居宅支援、日中支援と外出支

援を合わせて利用することにより、利用者さんが本当に行きたい場所、今興味を持ってい

ることなどを知ることができ、初めはご家族以外のスタッフとの外出に不安を覚えている

方も、今度、一緒にこの映画観に行こうね！これ、食べに行こうね！など、さりげない会

話の中から生まれてくる外出意欲などは、本来あるべき支援につながっているのではない

かと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使い方の例は、週間スケジュールのページをご覧ください。 

いろんな使い方があると思いますので、まずはご希望をお聞かせいただければと思います。 

「どんなサービスが使えるのか」ではなく「どんなサービスを求めているか」をお聞かせいただけ

れば、と思います。サービスが先にあるのではなく、要望が先にあるべきだと思います。今ないサ

ービスでも求めて行くことにより、制度化されてきた今までの歴史があります。無理なく楽しく当

たり前に生きて行くために、必要なものは求めていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

デイサービスで長い時間一緒に活動

することで、居宅に入った時もお互い

緊張することなく、いつも通りの支援

ができるので安心です！ 

そのため、居宅支援は生活介護を利用

している方のみを対象としています。 

利用者さんの中には「変化」を苦手とする方が多
くおられます。親亡き後は入所施設へ、という今
までの「当たり前」ではなく、その人が慣れ親し
んだサービスを慣れ親しんだ地域、家で継続して
受けられるようにできればと考え、必要な支援を
行っていきたいと思っています。 

全国的に見るとまだまだ少ないですが富山県内にも様々なな事業所

ができてきました。それぞれ特色があり、その人その人に合った事

業所を選択できるようになってきたことは、とても素晴らしいこと

だと思います。ぴーなっつは、とても小さな事業所です。できるこ

とは限られていますが、できる範囲で精一杯、利用者さんと共に笑

い、共に泣き、共に生きていきたいと願っています。 

必要な支援をできるだけ希望に沿っていけるよう、日々精進してい

ければと思います。皆様の希望する支援ができる事業所であります

ように。。 



⊆ぴーなっつ の 利用料金 

ぴーなっつの特徴の大きな１つである車でのサービス「福祉有償運送（移送サービス「は

っちー」）は、行政からの補助などはなく、利用者様からいただく料金のみでの運営となっ

ております。そのため大きな赤字事業であり、スタッフの賃金も他の事業所よりも低くな

ってしまっています。それでも必要なサービスだとの思いからスタッフ一同、日々頑張っ

ております。ぴーなっつのサービスを利用する方にもこの活動を理解してもらいたいとの

思いより、利用者の方にはぴーなっつの「利用会員」になっていただき、年会費を支払っ

て頂いております。 

利用会員・年会費  ３.０００円 

※年度ごと。年度途中でも金額は変わりません。 

 

移送サービス「はっちー」（福祉有償運送）の料金 

距離と時間の併用料金になります。乗っている間のみのカウントとなります。おおよその

金額は、お問い合わせいただければ計算いたしますが、基本的には当日走行した距離と時

間で計算するので若干のずれが生じることがあります。 

（距離） 70 円/km 

（時間） 500 円/30分（30分までは 500 円、それ以降は 15分ごとに 250 円を加算します） 

 

ex）自宅〜（５km 10 分走行）〜 病院（２km ５分走行）〜スーパー（４km 10 分走行）〜自宅 

総走行距離 11km  時間 25分 

なので、11km×70 円＋500 円（30分以内）＝1270 円 となります。 

その他、駐車料金、高速料金などは全てご負担いただきます。 

 

食事料金について 

昼食や夕食など、付き添い時の食事代に関しては、スタッフは自分の分を支払います。例外とし

て、高級店などに行かれる場合は事前にご連絡をいただき、スタッフの分の食事料金などの一部

負担をお願いすることがあります。また、同窓会など会費の中に食費が含まれているも

の、一泊２食付きの旅館等に宿泊する場合などは、明確な食事料金がわからないため、ス

タッフの分もご負担いただきます。 

 

交通費・宿泊費について 

公共交通機関等を利用して移動する場合、スタッフの分は全額利用者さんのご負担でお

願いします。また、宿泊費も全額ご負担をお願いします。ツアーなどで旅行に参加され

る方は、ツアー代全額ご負担となります。 

 

外出支援の開始場所などについて 

自宅へのお迎えだけではなく、外出先での待ち合わせも可能です。ですが、できれば開始

と終了は同じ場所でお願いいたします。違う場合、スタッフが開始場所に戻るまでの時

間、交通費などをご負担いただく事があります。 



月 火 水 木 金 土 日
7:00
7:30
8:00
8:30 身体介護 身体介護 身体介護
9:00 身体介護 家事支援 身体介護 身体介護 身体介護
9:30 家事支援
10:00 移動支援
10:30 運動＆風呂

11:00 移動支援
11:30 子ども食堂

12:00 お出かけ
12:30 など
13:00
13:30
14:00
14:30 移動支援
15:00 ファボーレなど

15:30 移動支援
16:00 買い物
16:30 家事支援
17:00 身体介護
17:30 夕食 夕食 夕食 夕食 夕食
18:00 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護
18:30
19:00 身体介護
19:30 自由時間
20:00
20:30
21:00

Aさんの週間スケジュール

Aさんの基本情報

・知的障害を伴う自閉症　50代女性　障害支援区分３

・母親と二人暮らしだったが加齢のため母は施設に入所。母親がいる間から服薬管理で支

援に入り、母親より家の中の過ごし方についてなどの説明を細かく受けた。

・母親が体調を崩し、入所施設へ。それから本格的な一人暮らしがスタート。

・就労Bはぴーなっつ以外の事業所。それ以外のサービスはぴーなっつを利用。

・地域の「子ども食堂」へのお手伝いを行っており、近所を歩いていても、いろいろな人

に声をかけてもらえるようになり、地域の一員としての繋がりができている。

身支度
身支度 自由時間

自由時間

就寝

家事支援

自由時間

家事支援

自由時間

家事支援

起床
朝食

自由時間

生活介護

身支度

生活介護

生活介護

家事支援

自由時間

自由時間 自由時間

就労B

家事支援

自由時間

昼食

自由時間

自由時間自由時間
自由時間

就労B

家事支援

自由時間



月 火 水 木 金 土 日
7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30 通院介助 移動支援 移動支援 移動支援
10:00 月に1回程度 運動 音楽教室 運動
10:30 月に1回
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30
20:00
20:30
21:00

Bさんの週間スケジュール

起床

朝食・身支度

Bさんの基本情報

・ダウン症　20代　障害支援区分３

・家族と暮らしているため、家の中の支援はなし

・母親が運転ができないため、すぐに病院に連れて行けないとの相談があり、通院介助を

取得。本人がなかなか訴えることができないため、母親、デイスタッフが異変を感じたと

き、すぐに受診できる体制を整えている

・学校卒業後、運動することがなくなってきたとの相談があったため、週に２回程度

ウォーキングや富山県健康パークにて軽運動を行う

・音楽が好きなので、月に1回のミュージック教室に移動支援を利用して参加。

・現在、事業所はぴーなっつのみを利用。

生活介護

自由時間

夕食

自由時間

就寝

生活介護 生活介護 生活介護

自宅で過ごす



月 火 水 木 金 土 日
7:00
7:30
8:00
8:30 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護
9:00 家事支援 家事支援 家事支援 家事支援 家事支援 家事支援 家事支援
9:30
10:00
10:30 移動支援
11:00 入浴
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30 身体介護 身体介護
14:00
14:30
15:00
15:30 身体介護
16:00 家事支援
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護 身体介護
19:30
20:00
20:30 身体介護
21:00 就寝

Cさんの基本情報

・脳性麻痺　身体障害者　50代　障害支援区分６

・施設を退所し地域で一人暮らしをしている

・ぴーなっつは毎週木曜日のデイサービス、送迎後の支援、土曜日夜の支援を行う

・通院介助も利用し、体調不良や体の痛みなどがあった場合はぴーなっつの移送サービス

と通院介助を利用する。

・移動支援で外湯に入りに行ったり、お買い物などを行なっている。

生活介護

身体介護

家事支援

自由時間

就労B

生活介護

家事支援 家事支援 家事支援 家事支援

自由時間 自由時間
自由時間

自由時間

就労B

Cさんの週間スケジュール

起床・身支度

家事支援
就寝 就寝

家事支援

就労B
家事支援 家事支援

自由時間 自由時間

自由時間

自由時間



月 火 水 木 金 土 日
7:00
7:30
8:00
8:30
9:00
9:30
10:00
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
15:30
16:00
16:30
17:00
17:30
18:00
18:30
19:00
19:30
20:00
20:30
21:00

生活介護 就労B 就労B

Dさんの週間スケジュール

起床

朝食・身支度

就労B生活介護

生活介護

or

行動援護

生活介護

or

行動援護

夕食

Dさんの基本情報

・知的障害を伴う自閉症　20代女性　障害支援区分４

・両親（共働き）と暮らしている。

・将来はヘルパーを利用しながら地域で生きていければとの思いがあり、週に1回だけ身

体介護を利用し、調理の練習を行なっている。スタッフは大まかな準備を行うだけで、切

る、混ぜる、焼くなどはほぼ本人ができている。火の取り扱いなどがあるため、見守り等

は必要。

・生活介護は、月水はぴーなっつ、土日は他事業所を利用。土日は、行動援護（他事業

所）か生活介護を利用し、余暇を楽しんでいる。

自由時間

就寝

身体介護

入浴

自由時間

自由時間



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Н939-8222 富山市蜷川 1-3 

〝/〟(076)456-1534 

Мponko-dapon-@goo.jp

 

予約専用電話 （平日 9:30〜16:00） 

〝090−4406−6732（ショートメール OK） 

Мpeace.nuts.yoyaku@au.com 

 

行きたい
時に 行

きたいと
ころへ！

 

 

Nonprofit	Organization 

 

 

 Peace Nuts 


